


ごあいさつとお知らせ

幹事（編集担当） 鷲見 洋 一

「日本日時計の会」の会員の皆様いかがお過ごし

でしょうか。 「ひどけい」第2号をお届け致します。

ご投稿いただきました方々にお礼申し上げます。 編

集の構成や内容については未だ試行錯誤をしていま

すが、 皆様のご要望も含めて良いものが出来上がっ

てゆくよう努力を重ねて参りたいと思います。 会誌

は会員相互の情報交換の場でもあります。 日時計に

関わることについて、 幅広く掲載してゆきたいと考

えています。 そのためにも会員の皆様の積極的なご

投稿を是非お願い致します。 次回会誌第 3号は 2 0

0 0年5月末発行の予定です。 原稿は3月末頃の締

め切りとなります。

会の運営につきましては、 事務局において鋭意努

力してまいりますが、 現今のようなファックス、 E

メ ールなどの文書交換可能な通信手段を活用すれば、

右に掲げるような諸活動について、 事務局だけです

べてを掌握するのではなく、 全国の分散型でも十分

対応可能であると考えています。 なお北米日時計協

会、 イギリス日時計協会はともに完全な分散型の組

織となっています。 いずれにしても、 様々な課題に

ついて早急な解決は望むことはできませんが、 出来

ることから少しずつ進めてまいりたいと思います。

会の当面の課題は以下のように考えております。

1) 会の規約、 役員構成の正式決定。

2) 会のシンボルマ ーク（ロゴ）を決めること。

3) 国内の日時計の調査、 登録を行い、 カタログを
作成すること。

4) インター ネット上で会の公式ホ ー ムペー ジの開

設。

5) 歴史部会、 地方部会の創設。

6) 日本の日時計写真集、 日時計入門書の編集• 発

行。

会員の皆様のご協力を賜りますよう、 よろしくお願

い申し上げます。

なお次回の2001年度の総会を2001年6月2日（土）、

兵庫県明石市の明石天文科学館にて予定しています。

翌6月3日（日）は近隣の日時計見学ツアー（主に徒歩）

を計画しています。 詳細については2001年の3月中

にご連絡致します。

日本日時計の会役員 JSS Officers 

役 職 氏 名 住 所

顧 問 関口 直甫

ム 長 後藤 晶男云

幹 事 藪 保男

幹 事 押田 榮一

幹 事 小野 行雄

幹 事 佐藤 久忠

幹 事 鷲見 洋一

幹 事 河合 辰男

（固定型日時計の緯度・経度の表示について）

日時計写真の説明欄に (N4315, El4149) とある

のは北緯 43 度 15 分、 東経 141 度 49 分を表します。

日時計カタログ上、 緯度と経度のどちらを先にする

か、 あるいは単位や記号を表示するかしないかは、

国によって様々です。 本誌では日時計の形状に関わ

りの強い緯度を先に表示し、 N(北緯）とE(東経）の

記号を附記して角度の度・分単位の記号は省略する

ことにします。 また位置精度などを考慮して表示は

分単位までとします。 そのため下 2 桁は分単位の角

郵便番号 電話番号 Eメ ールアドレス

度を表すことになります。

垂直型H時計面の方位 (Azimuth) は、 通例に倣い

南を0度とし西回りを正とした地平座標方位を用い

ます。 例えば (A+l530) は南から 15 度 30 分西、 (A

-1530) は南から 15 度 30 分東を表します。 会員の

皆様には、 ご了解下さいますよう宜しくお願いしま

す。 （事務局 記）

編集委員 後藤晶男、 押田榮一、 小野行雄

鷲見洋一、 藤田重信
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